
 

 

 

 

 

 

ロータリー特別月間   今月：青少年奉仕    来月：ロータリー親睦活動 
 

５月２３日例会 

『 三団体合同例会 』   
   

三団体（高萩 JC・高萩 LC・高萩 RC） 

合同例会 

   ２０２３．５．２３ １８：００～     

   国民宿舎「鵜の岬カントリープラザ」    

＜高萩 JC 守屋真人理事長挨拶＞ 

          マスクを外しての三 

          団体合同例会４年振 

りです。今年の高萩 

JC のスローガンは 

「ガンガンいこうぜ」 

を掲げ、新しい収益事 

業を実施しました。 

４月２３日に街づくりの一環として「アマチ

ュアボクシング・キックボクシング大会」を

市民体育館で開催し、来場者 2,500 人と大成

功でした。今後は７月１５日に「５５周年記

念式典」を、８月１２日に記念事業「花火大

会」を復活させます。皆様ご協力願います。 

 

＜高萩 LC 田中昭祥会長挨拶＞ 

           高萩 LC は今年で 56 

年になり、地域に密着 

した奉仕団体として、 

献眼・献血活動、小中 

学校での薬物乱用防 

止教室、少年野球・サ 

ッカー大会支援、盲導 

犬支援募金活動等を柱に奉仕活動に取り組ん

できました。 

 今年は新規事業の国際社会奉仕貢献活動と

してアフガニスタンの子どもたちにランドセ

ル 40 個を届けました。 

 

＜高萩 RC 大河原浩会長挨拶＞ 

          三団体合同例会今年も

無事開催でき、JC の 

          皆様ありがとうござい

ます。高萩 RC では、 

          創立 54 年目に当たる

2024~25 年度に大髙会

員が RI 第 2820 地区 

ガバナーに就任します。クラブとして初めての 

出来事であり、良い意味での大きな転機になり 

ます。歴代の会員が築いた歴史や伝統が、これ 

からクラブを背負う若手会員につながる節目 

の年になります。 地区のホストクラブの経験 

を共有することは高萩 RC にとって、大切な歴 

史の一頁になります。 

 RC,LC,JC は 100 年前に日本に誕生し、高

萩には約 50 年前に根を下ろしました。各団体

とも会員が力を合わせ未曾有の災害を乗り越

えたわけで、将来クラブの歴史に残ります。 

 歴代の先輩方に敬意を表するとともに協力

して頑張りましょう。 

 

 

 

月  日 プ ロ グ ラ ム 担  当 ５ 月２３ 日 出席報告 

５月３１日 外部卓話 プログラム委員会 会員数 出席者 欠席者 

６月 ７日 次年度計画フォーラム プログラム委員会 ２６ １３ １３ 

６月１４日 次年度への引き継ぎ 各委員会 出 席 率 ： ５０．００％ 
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＜来賓 大部勝規 高萩市長挨拶＞ 

                  ＪＣの皆様、先日のア

マチュアボクシング大

会は画期的な事業で、

街づくりに大いに寄与

していただきありがと

うございました。 

ＬＣ，ＲＣの皆様にも

市政全般にご協力いただき感謝しております。

高萩市の人口は 26,500 人を切り持続可能な

街づくり――老人、障害者、未来を担う子ど

もたちに優しい街を作ることが求められてい

ます。高萩市でも、20年後には人口 2万人を

割るかもしれない状況で、コンパクトな町を

目指して、幼保一元化、施設のアセットマネ

ージメント、小中学校適正配置計画を立てて

います。 

日立市、北茨城市は給食費を無料にしまし

たが、高萩市では協同病院に 1.5 億円を支援

し、産婦人科医一名を確保しました。 

今後、ふるさと納税に力を入れ、給食費の

無料化を進めたいと考えています。 

 今後とも皆様のご理解をいただき，町づく

りを進めて参ります。   

 

＜ベビーファースト推進セミナー＞ 

公益社団法人日本青年会議所 

地域経済創出委員会副委員長 小林 智 様 

  
 

 ベビーファースト運動とは、子どもを産み

育てたくなる社会を実現するために、企業・

自治体・個人が妊産婦をはじめ、子育て世代

が過ごしやすい環境を醸成することを目指す

運動です。 

 ベビーファーストな社会を実現するための

取り組みは、業種・業態に関係なく行える、

その中で自分たちならできる、自分たちにし

かできないアクションを行い、その輪が広が

ること社会全体がベビーファーストな社会に

変わっていく。 

 ２０２１年に JC が提唱した運動で、参加

企業１７０社、参加自治体７５以上で、ベビ

ーファーストを宣言して取り組んでいる。 

 日本の２０２２年の出生数は８０万人で、

２０１０年の出生数１０７万人を大きく下回

っている。 

  
 日本は、子どもを産み育てにくいと思って

いる人の割合は６割を超えている。 

 具体的な運動の例を挙げると、「妊婦優先レ

ジレーン」、「キッズスペースの確保」、「お子

様メニューの優先調理提供」、「従業員の産

休・育休取得推奨」、「思いやり駐車場」等々

様々なアクション宣言をして活動している。 

 皆様も、ベビーファースト運動に参加して

下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                           

【幹事報告】 

1.  2022～ 23 第 2 回会長・幹事会のプロ

グラム  

2.  大久保年度の現況報告のデーターに

ついて  

3 公益社団法人茨城青少年育成協会よ  

り令和 5 年度賛助会費納入について  



  

 
    高萩 RC 大河原会長 乾杯 

 

  
    米山奨学生 黄さんも出席 

 

  
  

 

  
 

 

  
 

 

 

 

 

【ニコニコ BOX】 

大平敏明さん：ライオンズ、JCから元気をも 

らいましょう。 

小森勇一さん：三団体合同例会、ご苦労様で 

す。 

鈴木啓志さん：三団体合同例会、楽しみです。 

石君平さん：久し振りの三団体例会です。 

JCの皆様お世話になります。 

 

   江尻寛さん、平野浩司さん、大河原浩さん、 

小谷松政紀さん、今川隆さん、滝徳宗さん 

 

本日計    7，０００円 

     累  計 ６１１，０００円 

 

 

【ロータリー財団寄付】 

本日計       ０円 

累  計 ４４８，１９４円 

 

 

【ポリオプラス寄付】 

本日計       ０円 

累  計  ７７，９６６円 

 

 

【米山記念奨学会寄付】 

本日計       ０円 

累  計 ２７９，０００円 

     


